
【中学校数学科】遠賀町立遠賀南中学校 第３学年 単元「式の展開と因数分解」 系統に基づく発展 

 
１ 本単元の発展的な学習で育てる資質・能力 

本単元では、基礎・基本の学習として、単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法、乗

法公式を用いた展開・因数分解について学習している。そこで、やや複雑な多項式の展開を教材にす

ることで、係数や指数に着目した因数分解を考えさせることで、結果を見通した的確な処理について

考えさせたい。具体的には、この学習を通して次の考え方を育成したい。 

式を変形したり、多項式の一部を他の文字に置き換えたりすることで、複雑な多項式を因数分解する

ことができる。 
 

２ 本単元の指導計画（総時数１２時間） 

配時 学 習 内 容 指導形態 学 習 活 動 

７ 

多項式の計算 
・式の乗法、除法 
・乗法の公式 

一 斉

１ 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で

割る除法に取り組む。式を１つの文字に置き換え

たり、分配法則などを用いたりして、式の展開の

仕方を考える。 

６ 

因数分解 
・素因数分解 
・因数分解 

一 斉

２ 式の展開の逆操作として１つの多項式をいく

つかの式の積の形に表すことに注目し、式の因数

分解の仕方を考える。簡単な式の因数分解に取り

組む。 
１ 評価テスト 

３ 
式の計算の利用 

 
習熟度別

少人数 

３ 整数の性質や図形の性質などを式の展開や因

数分解を用いて説明する。 

《補充的な学習》 

多項式の展開や因数分解の復習 

４ 乗法公式を利用する多項式の展開や因数分解

の計算練習をする。 
１ 

 《発展的な学習》 

やや複雑な因数分解 

習熟度別

少人数 ４ 共通因数を取り出す因数分解や乗法の公式を

利用するやや複雑な多項式の因数分解の方法を

考える。 

 

３ 発展的な学習の教材と指導方法 

本発展的な学習では、式変形や高等学校で取り扱う置換による因数分解を取り扱い、乗法公式を２回、

３回適用した因数分解ができるようにする。そのため、中学校では扱うことがない４次の多項式の因数

分解を学習問題として取り上げる。具体的には、次のように指導する。 

・導入では、課題意識を高めるために、めあての提示の仕方を工夫する。 

・因数分解をする手掛りを見いだすことができるように、 )2)(1)(2)(1( −−++ xxxx を展開し、より簡

単に展開する方法を検討する活動を取り入れる。 

・ 910 24 +− xx の因数分解の問題、 164 −x の因数分解の問題を取り扱い、生徒がいろいろな既習の内

容を適用できるようにする。 
・置き換えや式変形などの工夫が明確になるように、複雑な因数分解の問題を作成し、互いに作成した

問題を解く活動を設定する。 



４ 本時の指導目標 

式を変形したり工夫したりすることで、今まで学習した乗法の公式を利用する因数分解を、複雑な多項式

の因数分解にも適用することができる。 
 

５ 準備物   ワークシート、画用紙（生徒発表用）、マジック 

 

６ 発展的な学習の指導の実際 

学 習 活 動 の 実 際 指導上の留意点 

１ 前時の想起と新たな問題の提示から本時のめあてをつかむ。 

 

 

２ )2)(1)(2)(1( −−++ xxxx を展開す

る。 

・ )32)(32(
)2)(1()2)(1(

22 xxxx
xxxx
−+++=
−−×++
 

・ )4)(1(
)2)(2()1)(1(

22 −−=
−+×−+

xx
xxxx
 

・ )2)(2(
)1)(2()2)(1(

22 xxxx
xxxx

+−−−=
−+×−+
 

 

３ ４次の多項式を因数分解する。 

(1) 910 24 +− xx  
 
 
(2) 164 −x  
 

４ やや複雑な因数分解の問題を作り、解き合う。 

(1) 問題をつくる。 

 

 

(2) 交流し問題を解く。 

 

 

 

５ 本時の活動を振り返り、発見したこと

や学んだことを発表する。 
 

 

 

 

○ 課題意識を高める

ために、前時に行

った内容を確認

し、めあての空欄

を予想させる。 

○ 解法の手掛りがつ

かめていない生徒

に対しては、机間

指導により、手掛

りをあたえる。 

○ ２で展開した式と

同じような形式の

因数分解すること

で、因数分解と展

開の仕組みを認識

させる。 

○ 個人で問題を作っ

た中から、班で代

表問題を選ばせ、

黒板に掲示させ

る。 

○ 解法の手掛りがつ

かめていない生徒

に対しては、班で

教えあうように指

示する。 

 

○ 18 −x など、複雑

な問題を提示する

ことでさらに意欲

を高める。 

 

方法を工夫して、展開や因数分解をしよう！ 

４次の因数分解も、かたまりを１つの文字に

置き換えると今まで学習した乗法の公式が

使えるのではないかな。 

写真－１ 展開の仕方を考える場面 

写真－３ つくった問題の交流 

写真－２ 班で工夫を考え

る場面 


